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景気ウォッチング（要旨） 
 
 
Ⅰ．日本経済 … 消費が緩やかに持ち直しているほか、生産と輸出が供給

制約の緩和などにより持ち直しの動きになっていること

から、全体としては緩やかに持ち直している。ただ、新変

異株の感染が急拡大していることから、先行き不透明感

が強くなっている。 

金融市場では、株価は、新変異株の感染急拡大やＦＲＢ

の金融引締めの前倒しなどを材料に 26,000 円台に低下し

ている。長期金利は、+0.1％台で推移し、為替は 115 円/

ドル前後で推移している。 

 

 

Ⅱ．米国経済 … 生産や輸出が緩やかに持ち直しているほか、消費や設備

投資も回復していることから、全体としては回復を続け

ている。この間、消費者物価指数の上昇が続いている。 

金融市場では、株価は、新変異株の感染拡大やＦＲＢの

金融引締めの前倒しなどを材料に 34,000 ドル台に低下し

ている。FF レートは 0.1％近傍、長期金利は、金融引締め

の前倒しなどを材料に 1.8％前後で推移している。 

 

 

 

 

経 済 ＴＯＰＩＣＳ 

（2022 年 1 月 27 日） 

 

 

 

 


